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旧 的1血管新生物質の
一

つ で あ るThymidinc

phosph 。rytase （TdRPase贈 性 と卵巣 内血流動態 と

の 関 連性 に つ い て検討する こ とを 閂的と した 。

防法 1正常卵巣8例 （黄体期に 黄体を有 して い る卵

巣3例 、 黄体を有 して い な い 卵巣2例、卵胞期 の

卵巣 1例、閉経後卵巣 2例）、卵巣腫瘍 8例 （ム チ

ン 性嚢胞腺腫 2例、子宮内膜症2例 、漿液性嚢胞

腺腫 1例 、充実性奇 形腫 1例 、線維腫 1例 、増殖性

Brenner腫瘍 1例）を対象と した。卵巣摘 出前24 時

間以 内に経腟 カ ラ
ー

お よ び パ ル ス ドプ ラ 法を施行

し、得 られ た血流速度波形のpeak 　syst 。lic

ve1 。。ity（pSV ）、　 resistance 　indexCRI〕を算出 した 。摘

出後、最小 の RIを呈す血流速度波形が記録 され た

部位の 組織片を採取 した 。 血流が検出さ れ な か っ

た場合はBmode 断層図上 、　 hvpoechoic、

hyperechoic、充実性 を示 した部位 の 組織片 を採取

した 。 TdRPase 活性の定量 は 2種類 の 抗 ヒ ト

TdRPase モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体を用 い たSandwitcll

ELISA 法 に て 行 っ た 。 」成績 11｝10例 で 血流が検出

で き〔PR 醐 、6例で ｛flL流が 検出 で きな か っ た（NR 群）

。NR 群は充実性奇 形腫 1例、黄体期の黄体を有 し

て い ない 卵 巣2例、卵胞 期の 卵巣 1例 、閉経後卵

巣 2例 で あ っ た。TdRP3se 活性 はPR 群 で は 19．2 ±

13．4U ［lit／mg 　protein 、　 NR 群 で は10、3士 7．7Unit／mg

pr ・teinで あり、PR 群が 高い 傾向で あ っ た が 両群

間 に有意差 は 認 め られなか っ た 。

2｝PR群 で はTdRPase活 「生〔x ）とPSV〔y）との 間に

y
＝2．63x ＋0．641R2 ・・O．88 ，P く0．001 ｝と有意 な 相関 が

認め られ た 。 TdRPase 活性 とR［と の 間 に は 有意 な

相 関 は 認 め られ な か っ た 。 1結謝 正 常 お よ び 卵巣

腫瘍内 の 血流動態、特にPSV にTdRPase 活牲が あ

る 程度関与 して い る こ とが示唆 された。

［目的］ホ ル モ ン 性高Ca血症 （HHM ）症候群を

卵巣癌で み る こ と は稀で ある 。 しか し， 明細胞腺

癌は他の 組織型に比べ HHM の 報告が 多い 。 本報

告は，卵巣明細胞腺癌にみ られる高Ca血症の発現

頻度を検討する とともに，原因が PamthyTvid

Hormone −re】ated　protein（P
「r　H一匸p）産生 に よる こ とを

血清 ， 尿中ホ ル モ ン測定 ， 骨代謝マ
ーカ の 測定に

よ り明らか にする 。　［方法］対象は1974−1995年

まで の 期間に当科で ，病理標本に よ り卵巣明細胞

腺癌 （Clear）と診断さ れ た M 症例 で ある 。 対象 と

な っ た症例 の 治療前血清補正Caを検討す る と共に，

同時期に 当科で治療を行 っ た漿液性嚢胞腺癌

（Serous）169例 につ い て も同様 に検討 し， 高Ca

血症 の 発現頻度 を比較 した。また，血清補正 Ca値

が ILOmglml以上を示した症例に つ い て は，血清，

尿中ホル モ ン 測定，骨代謝マ
ー

カ の測定を行 っ た 。

［成績］高Ca血症 の 出現頻度 はC 且ear25 ％ （16164），

Serous4％ （7／169）で あ っ た 。 ま た，骨転移を認め た

症例 は な か っ た 。 血 清補 正Ca値が n ．Omglm1を示

した症例 は Clear7例，　 SerousO例 で あ っ た。　Ca値

11．Omg！ml 以上 の C且ear7 例全例がPTH −Ip が高値

（202 −67．3，
mcaf ｝46．6）を示 し，

125 （OH ）2D は低

値を示 した 。 さらに，骨形成マ ーカ ーintact−

Oste  alcin，丘agment く）steocalcinが低値，骨吸収

マ ーカ で あ る Pyridinoline，Deoxypyridnolme は 高値

で あ り骨代謝はuncopUing で あると推測された 。

［結論］明細胞腺癌 は高Ca血症 の 合併率が高 く，

明細胞腺癌に お け る高Ca血症は腫瘍産生 と考え ら

れ る凹 H ・rpに よ っ て 起 こ るHHM で あ る こ とが証

明 さ れ た 。
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